
地域・学識者と連携した多自然川づくりの実践
 【野洲川河口部の自然再生協議会を例として】
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１．野洲川河口部自然再生について

 幹線流路延長：65㎞
 流域面積：387k㎡
 鈴鹿山脈の御在所山に発し、

琵琶湖に注ぐ県下最大の河川
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１－１
 

野洲川の概要
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
野洲川の規模説明



旧北流

旧南流

野洲川放水路

北流

南流

昔の野洲川（南流・北流時代） 今の野洲川（放水路完成後）

・ほぼ直線状に幅約300mの放
 水路が建設

・昭和54年6月2日に通水

１．野洲川河口部自然再生について

１－１
 

野洲川の概要

落差工

5

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
野洲川にとって大事業である放水路事業を紹介
天井川の解消



１．野洲川河口部自然再生について

１－２
 

野洲川河口部自然環境の課題

野洲川0.4km付近

 
2005年6月19日撮影

◆構造物により陸域⇔水際⇔
 水域の横断方向の連続性が分断

矢
板
護
岸

1967年頃の吉川漁港

埋立箇所

かつての海岸線

放水路完成直後
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１．野洲川河口部自然再生について

１－３
 

野洲川河口部自然再生計画の目標

野洲川河口部で水陸移行帯のパイオ
 

ニアであるヨシ原を復元しコイ科魚類
 

等の産卵・生息環境を再生する。

◆ねらい

河口部ヨシ帯の再生
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１．現状把握と再生の方向性

・河口部に『ヨシ帯』の生育基盤を形成

◆昔の河口部はヨシ帯が存在
◆魚類にとって重要な産卵・
生息の場

◆ヨシ帯は消失。矢板護岸となっ
 ており、水域と陸域を分断

１．野洲川河口部自然再生について

１－４
 

野洲川河口部自然再生事業の概要

野洲川0.4km付近 2005年6月19日撮影

矢
板
護
岸
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＜再生前＞

１．野洲川河口部自然再生について

１－４
 

野洲川河口部自然再生事業の概要
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＜河口部ヨシ帯の再生イメージ＞

１．野洲川河口部自然再生について

１－４
 

野洲川河口部自然再生事業の概要

ヨシ帯再生
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ヨシの植栽に関しては、

 大株移植法により実施。

ヨシ帯の基盤整備

B

B

１．野洲川河口部自然再生について

１－５
 

野洲川河口部自然再生工事の概要
・今年度の整備内容
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ヨシ帯再生箇所横断図（右岸）

ヨシの生育基盤を３パターン試験的に実施
 ①B.S.L±0～-0.5m（右岸）

②B.S.L-0.2～-0.5m（右岸）
③B.S.L-0.3m～-0.6m（左岸）

①B.S.L±0～-0.5m

②B.S.L-0.2～-0.5m

１．野洲川河口部自然再生について

１－５
 

野洲川河口部自然再生工事の概要
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-0.3m
左岸高水敷-0.6m

B -

 

B

１．野洲川河口部自然再生について

③B.S.L-0.3m～-0.6m

ヨシ帯再生箇所横断図（左岸）

ヨシの生育基盤を３パターン試験的に実施
 ①B.S.L±0～-0.5m（右岸）

②B.S.L-0.2～-0.5m（右岸）
③B.S.L-0.3m～-0.6m（左岸）

１－５
 

野洲川河口部自然再生工事の概要

13

学識者からの報告データよりヤナギの繁茂を低減させるため
 左岸側は、右岸に比べさらにー１０ｃｍ基盤面を低下させる。



１．野洲川河口部自然再生について

１－５
 

野洲川河口部自然再生工事の概要

14出典：第３回野洲川河口部ヨシ帯再生協議会（H23.2.15）
単独測位携帯型GPS植生調査法〈野洲川河口部ヨシ帯の調査結果〉

 

京都大学大学院地球環境学堂

 

環境調和型産業論分野

地盤高により各植物の種の生育割合が変化する。



平成21年度施工箇所の状況

平成23年2月7日撮影平成22年6月1日撮影

平成22年11月19日撮影

平成22年4月23日撮影

平成23年5月24日撮影

１．野洲川河口部自然再生について

１－５
 

野洲川河口部自然再生工事の概要
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２．地域・学識者との連携について
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２．地域・学識者との連携について

２－１
 

地域・学識者との連携概要

２－２
 

学識者との連携

２－３
 

地域・学識者との連携

２－４
 

今後の取り組み予定
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野洲川河口部ヨシ帯再生協議会（平成２１年度１１月設置）

野洲川河口部のヨシ帯再生に際し、住民の方や住民団体等と協議・
 連携を図るため平成２１年１１月に協議会を設置しました。

自 治 体

学 校

学 識 者ＮＰＯ等

住 民

河川管理者

連携・協働

野洲川河口部ヨシ帯再生協議会

自 治 体

学 校

学 識 者ＮＰＯ等

住 民

河川管理者

連携・協働

野洲川河口部ヨシ帯再生協議会

２．地域・学識者との連携について

２－１
 
地域・学識者との連携概要
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２．地域・学識者との連携について

協議会で実施（予定）
 ○モニタリング・維持管理を連携・協働

 ①モニタリング
 良好なヨシ原となっているかモニタリング

 →自然観察会
 ②維持管理

 良好なヨシ原の維持
 →清掃、ヤナギの伐採
 

○河川環境整備を連携・協働
 ①良好なヨシ原を目指して

 整備後のモニタリング結果から改善策を実施
 →ヨシの育成状況が悪い場合：ヨシ植栽

２－１
 
地域・学識者との連携概要
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２ー２
 
学識者との連携
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２．地域・学識者との連携について

２－２
 
学識者との連携

21

学識者自らが現地調査を実施し、協議会で調査結果を報告
 するとともに協議会において助言を行う。



２．地域・学識者との連携について

２－２
 
学識者との連携
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２．地域・学識者との連携について

２－２
 
学識者との連携
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２．地域・学識者との連携について

２－２
 
学識者との連携
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２．地域・学識者との連携について

２－２
 
学識者との連携
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２．地域・学識者との連携について

２－２
 
学識者との連携
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２．地域・学識者との連携について

２－２
 
学識者との連携
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２．地域・学識者との連携について

２－２
 
学識者との連携
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２．地域・学識者との連携について

２－２
 
学識者との連携
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２．地域・学識者との連携について

２－２
 
学識者との連携
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２．地域・学識者との連携について

２－２
 
学識者との連携
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２．地域・学識者との連携について

２－３
 
地域・学識者との連携
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２．地域・学識者との連携について

２－３
 
地域・学識者との連携

33

各専門分野の学識者（野洲川河口部ヨシ帯協議会委員）に
 野洲川河口部のヨシ帯再生におけるモニタリング方法について

 助言を受けた。

モニタリング指標及びモニタリング方法の課題

・
 

水陸移行帯が健全化であることがわかる指標であること。

・
 

一般市民でも取り組めるモニタリング方法であること。

・
 

一般市民になじみのある種であること。



野洲川河口部ヨシ帯モニタリング指標（案）
 

選定フロー

２．地域・学識者との連携について
２－３

 
地域・学識者との連携
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２．地域・学識者との連携について

２－３
 
地域・学識者との連携

※ 「環境省レッドリスト」（環境省

 

2007年8月）、「滋賀県で大切にすべき野生生物―滋賀県レッドデータブック2010年版―」（滋賀県

 

2011年6月）

野洲川河口部ヨシ帯モニタリング指標種（案）
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２．地域・学識者との連携について

２－３
 
地域・学識者との連携

※ 「環境省レッドリスト」（環境省

 

2007年8月）、「滋賀県で大切にすべき野生生物―滋賀県レッドデータブック2010年版―」（滋賀県

 

2011年6月）

野洲川河口部ヨシ帯モニタリング指標種（案）
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２．地域・学識者との連携について

２－３
 
地域・学識者との連携

野洲川河口部ヨシ帯モニタリング指標種（案）

※ 「環境省レッドリスト」（環境省

 

2007年8月）、「滋賀県で大切にすべき野生生物―滋賀県レッドデータブック2010年版―」（滋賀県

 

2011年6月） 37



２．地域・学識者との連携について

２－３
 
地域・学識者との連携

水陸移行帯とモニタリング指標種（案）の主な利用域

38



野洲川河口部ヨシ帯モニタリング
 

現地調査方法
 

（植物）

２．地域・学識者との連携について

２－３
 
地域・学識者との連携

39

下記の2 種類の調査を組み合わせて定期的に実施することにより、ヨシ帯の経年変化をミク

 ロとマクロの双方の視点から把握する。

【指標種の分布調査】
参加者にはあらかじめ「指標種の見分け方」を配布し、誰もが判別しやすいようにする。
調査範囲内を上流側あるいは下流側から順に踏査しながら指標種を目視で確認する。
ヨシ帯は繁茂すると見通しが悪くなるため、参加者を2グループに分け、陸域側と水域側の双方から踏査す

 ることにより、視界ロスを軽減する。
指標種が群落で確認されたら、携帯型GPSを用いて位置及び面積を取得するとともに、GPS機能付き携帯

 電話で群落の全景および種の全容を写真に収める。また、現地調査票に必要事項を記録する。
現地調査後は、取得したGPSデータをもとに、植生図および写真位置図をGISデータ化する。

【定点写真撮影】
図-1に示す要領でヨシ帯を定点写真撮影する。
その際、過去の撮影写真を持参することにより、撮影位置・範囲などの確認や現地での経年比較が行えるよ

 うにする。
現地調査後は、撮影した写真を画像解析ソフト（Photoshop：Adobe社）に取り込み、ターゲットの一定距離

 間の画素数をカウントして距離／画素数を計算し、2次の近似式により各地点の縮尺を求め、透視図法を用い

 て同一縮尺に補正し、ヨシ帯の平面分布図を作成する。また、求めた縮尺に画像上のヨシの上端から下端ま

 での画素数を乗じてヨシの草高を算出し、生育状況を把握する。



野洲川河口部ヨシ帯モニタリング
 

現地調査方法
 

（植物）

２．地域・学識者との連携について

２－３
 
地域・学識者との連携

40

撮影中心位置 ターゲット

基礎コンクリート

カメラ、三脚

定点観測測線(5箇所)

定点11

定点1 定点2

ターゲット2- 1

定点3

ターゲット3- 1

定点4

ターゲット4- 1

定点5

ターゲット5- 1

定点6

ターゲット6- 1

定点7

ターゲット7- 1

定点8

ターゲット8- 1

定点9

ターゲット9 - 1

定点10

ターゲット1- 1

ターゲット1 0 - 1

ターゲット1 0 - 2

ターゲット1 - 2 ターゲット2- 2 ターゲット3 - 2 ターゲット4- 2 ターゲット5- 2 ターゲット6- 2

ターゲット7- 2

ターゲット8- 2

ターゲット9 - 2

撮影方向

※対岸も同様の撮影位置とする。

平面図

横断図

定点位置マーク(ピン打ち)

おもり

9
0
c
m
程

度

注記 )
1 )定点位置は堤防天端位置に目印ピンを打設し、三脚位置を鉛直に
垂らしたおもりにより固定。
2 )三脚高さは所定の高さで固定する。
3 )カメラ水平方向のレベルは水平器を使用して確保する。
4 )カメラ撮影設定は統一の広角設定または統一の範囲撮影で設定する。

三脚

デジカメ

デジカメ設置詳細図

デジカメ表示枠

中心表示

ターゲット

注記)
1 )ターゲット先端(または所定の高さ)が
カメラ表示中心位置となるようセットする。

撮影焦点詳細図

図

 

–1

 

定点撮影要領



２．地域・学識者との連携について

２－３
 
地域・学識者との連携

41

定点写真の撮影例

河川縦断方向（撮影箇所：中州大橋

 

）

河川横断方向（撮影箇所：野洲川堤防）



２．地域・学識者との連携について

２－３
 
地域・学識者との連携

42

野洲川河口部ヨシ帯モニタリング
 

現地調査方法
 

（鳥類）



 

調査延長が約400mと比較的狭いため、野洲

 川河口から200mの堤防上に定点を1点設定

 し、双眼鏡（7倍～10倍、口径30～40mm程

 度）を用いて指標種の個体数調査を行う。


 

調査時間は、鳥類の動きが活発な午前中の

 30分程度とする。


 

参加者にはあらかじめ「指標種の見分け方」を

 配布しておき、判別しやすいようにする。


 

調査結果は「現地調査票」に記録する。


 

定点調査後は、参加者が堤防上または高水

 敷上に分散して自由に観察する時間も設ける。


 

他の生物調査と同日に実施する場合は、鳥

 類調査を実施してから他の調査を行うととと

 もに、鳥類の繁殖期に実施する場合は、営巣

 地周辺を保護区とするなどして鳥類の繁殖活

 動に影響が及ばないよう留意する。

図

 

1

 

調査定点位置図



２．地域・学識者との連携について

２－３
 
地域・学識者との連携
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定点視野イメージ

定点配置イメージ

定点視野イメージ

定点



２．地域・学識者との連携について

２－4
 
今後の取り組み予定
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今後の取り組み予定

・
 
平成２４年

 
野洲川河口部ヨシ帯再生協議会において
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学識者・地域と連携した野洲川ヨシ帯モニタリング
 調査実施
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